
二上山を望む二上山を望む二上山を望む二上山を望む二上山を望む二上山を望む二上山を望む二上山を望む



　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
以
上
が
過
ぎ
、
い

ま
だ
膨
大
な
瓦
礫
の
山
が
随
所
に
残
り
、
被
災

者
の
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
が
つ
づ
き
、
被
災

地
の
復
興
も
遅
々
の
状
態
で
あ
り
ま
す
。

　

復
興
へ
の
道
標
は
物
量
的
な
も
の
は
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
日
本
を
日
本
人
た
ら
し
め
る
精
神

を
甦
ら
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

震
災
後
の
日
本
人
の
秩
序
正
し
さ
と
礼
節
に

諸
外
国
は
一
様
に
称
賛
の
声
を
発
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
戦
後
教
育
の
弊
害

が
禍
々
し
い
事
件
と
し
て
頭
を
も
ち
あ
げ
つ
つ

あ
り
、
震
災
直
後
の
称
賛
は
外
国
か
ら
も
疑
念

を
も
生
む
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
外
国
か
ら
の
反
応
は
と
も
か
く
、

私
達
は
日
本
の
国
柄
と
は
何
か
、
日
本
人
と
は

何
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、
日
本
人
と
し
て
の
自

覚
が
持
て
ま
せ
ん
。
自
覚
が
な
け
れ
ば
誇
り
が

持
て
ま
せ
ん
。
先
の
灯
り
が
見
え
な
け
れ
ば
漂

流
を
つ
づ
け
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

山
上
憶
良
は
万
葉
集
の
長
歌
で

　
　

神
代
よ
り　

言
ひ
伝
て
来
ら
く

　
　

そ
ら
み
つ　

大
和
の
国
は

射
水
神
社
宮
司　
　

松

本

正

昭

日
本
人
の
精
神
の
甦
り
を

　
　

皇
神
の　

厳
し
き
国

　
　

言
霊
の　

幸
は
ふ
国
と　

語
り
継
ぎ

　
　

言
ひ
継
が
ひ
け
り

と
、
日
本
は
万
世
一
系
の
天
子
を
戴
き
、
美
し

い
大
和
言
葉
が
満
ち
溢
れ
た
素
晴
し
い
国
と
歌

に
思
い
を
託
し
、
そ
し
て
ま
た
、
古
事
記
に
あ

る
倭
建
命
の
歌
に

　
　

倭
は　

国
の
ま
ほ
ろ
ば　

た
た
な
づ
く　

　
　

青
垣　

山
隠
れ
る　

倭
し
う
る
は
し

と
、
山
々
が
青
垣
の
よ
う
に
幾
重
に
も
重
な
り

四
季
に
恵
ま
れ
た
素
晴
し
い
国
で
あ
る
こ
と
を

歌
に
託
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
歌
か
ら
も
読
取
れ
る
、

恵
ま
れ
た
国
土
の
恩
沢
に
よ
っ
て
感
得
す
る
言

葉
〈
言
霊
（
こ
と
だ
ま
）〉
か
ら
、
万
世
一
系

の
皇
室
を
中
心
と
し
た
国
の
生
立
ち
、
そ
し
て

目
に
見
え
な
い
自
然
界
に
や
ど
る
神
々
へ
の
畏

れ
と
感
謝
か
ら
精
神
的
価
値
観
を
醸
成
し
、
日

本
を
日
本
人
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。

　

震
災
後
、
両
陛
下
が
被
災
地
を
訪
ね
ら
れ
た

時
、
最
初
に
海
に
向
か
っ
て
深
々
と
頭
を
お
さ

げ
に
な
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
今
度
は
山
に
向
か
っ

て
又
深
々
と
頭
を
お
さ
げ
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
、
そ
う
さ
れ
た
の
か
。
私
た
ち
は
よ
く
よ

く
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
の
哀
悼
の
心
。
そ
し
て
、
人

間
と
自
然
と
の
共
存
共
栄
を
願
わ
れ
る
両
陛
下

の
お
姿
で
す
。
こ
の
お
姿
は
、
清
明
心
、
誠
心

の
顕
れ
で
、
両
陛
下
自
ら
日
本
人
た
ら
し
め
る

精
神
を
国
民
に
お
示
し
に
な
ら
れ
て
い
る
お
姿

で
あ
り
ま
す
。

　

神
宮
の
正
宮
に
は
心
（
し
ん
）
の
御
柱
が

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
物
に
は
す
べ
て
に
中
心
が

あ
っ
て
、
そ
れ
が
ず
れ
た
時
に
物
事
す
べ
て
崩

れ
去
り
ま
す
。

　

日
本
は
今
混
乱
の
極
地
に
あ
り
ま
す
が
、
皇

室
を
中
心
に
い
た
だ
い
て
い
る
限
り
は
絶
対
に

揺
る
ぐ
こ
と
は
な
い
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

天
皇
陛
下
が
お
示
し
に
な
ら
れ
て
い
る
日
本
精

神
を
我
々
が
後
世
に
渡
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

現
代
に
生
き
る
我
々
の
使
命
で
あ
る
と
共
に
、

日
本
再
生
の
道
標
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。



　

本
年
度
の
崇
敬
奉
賛
会
総
会
が
六
月
二
十
五

日
に
参
集
殿
で
開
催
さ
れ
、
会
員
七
十
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
「
国
旗
儀
礼
」
に
始
ま
り
、「
平
成

二
十
三
年
度
活
動
報
告
・
決
算
報
告
」、「
平
成

二
十
四
年
度
活
動
計
画
案
・
予
算
案
」
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
則
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
役
員
と

し
て
「
総
裁
」
を
推
戴
す
る
こ
と
と
な
り
、
橘

慶
一
郎
氏
を
満
場
一
致
で
総
裁
と
し
て
推
戴
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
橘
新
総
裁
か
ら
は
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
の
射
水
神
社
御
鎮
座

一
三
四
〇
年
・
御
遷
座
一
四
〇
年
式
年
大
祭
の

斎
行
や
、
射
水
神
社
叢
書
刊
行
に
向
け
た
神
社

史
の
編
纂
な
ど
各
記
念
事
業
に
つ
い
て
概
略
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
基
調
講
演
と
し
て
、
高
岡
市
立
博

物
館
の
晒
谷
和
子
館
長
よ
り
「
知
ら
れ
ざ
る
高

岡
古
城
公
園
」
と
題
し
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

国歌斉唱

橘
慶
一
郎
総
裁

◇
新
入
会
員

　

大
谷
内　

勇　
　
　

岡
田　

有
由

　

杉
本　

繁
機　
　
　

中
野　
　

裕

　

中
橋
千
恵
子　
　
　

萩
原　

貞
亮

　

巻
田　

安
雄　
　
　

山
崎　

太
志

　

藤
田　

敬
子

　

株
式
会
社　

井
筒
授
与
品
店

　

株
式
会
社　

伊
藤
園 

高
岡
支
店

　

扇
子
昆
布
店

　

第
一
物
産
株
式
会
社

　

太
閤
堂

　

有
限
会
社　

す
ま
い
る

　

株
式
会
社　

セ
イ
ア
グ
リ
ー
シ
ス
テ
ム

　

株
式
会
社　

晴
香
園

　

長
田
広
告
株
式
会
社

　

株
式
会
社 

日
本
旅
行
Ｔ
ｉ
ｓ
富
山
支
店

　

福
島
工
業
株
式
会
社 

富
山
営
業
所

　

株
式
会
社　

ベ
ネ
フ
レ
ッ
ク
ス

　

優
ト
ラ
ベ
ル
ク
ラ
ブ

略 歴
　東大法学部卒業後、北海道開発庁入庁、
ケンブリッジ大学大学院修士課程を修了。
退官後、高岡市長を務め、現在は衆議院議員。
　また、衆・参両議員を務められた祖父の
橘直治氏は本会の元総裁。
http://www.t-k1.net/index.html

（
敬
称
略
）

講演される晒谷和子館長



　

四
月
二
十
三
日
、
当
神
社
最
重

儀
の
例
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
祭
り
で
は
、
ご
本
殿
の
御
扉

を
お
開
け
し
、
十
二
台
も
の
神
饌

を
供
え
、
射
水
神
社
崇
敬
奉
賛
会

か
ら
幣
帛
が
奉
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
う
つ
く
し
の
杜
に
響
き

渡
る
御
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
の
優

雅
な
調
べ
と
、
古
の
手
振
り
を
偲

ぶ
舞
姿
は
大
勢
の
参
拝
者
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

六
月
三
十
日
午
後
六
時
よ
り
、

夏
越
大
祓
並
び
に
人
形
感
謝
清
祓

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
茅
の
輪
の
前
に
は
長
蛇

の
列
が
で
き
、
参
拝
者
は
人
形
で

罪
穢
れ
を
祓
っ
た
後
、「
み
な
月

の
な
ご
し
の
祓
す
る
人
は　

千
年

の
命
の
ぶ
と
い
ふ
な
り
」
と
唱
え
、

境
内
に
設
け
ら
れ
た
茅
の
輪
を
三

度
く
ぐ
り
、
健
康
な
毎
日
を
送
れ

る
よ
う
に
祈
り
ま
し
た
。

春
の
大
御
祭麗

し
く

　

当
神
社
崇
敬
奉
賛
会
会
長
で
あ

ら
れ
る
綿
貫
武
様
の
白
寿
（
99
歳
）

を
祝
う
会
が
、
四
月
二
十
七
日
、

参
集
殿
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

綿
貫
会
長
に
お
か
れ
て
は
、
平

成
十
八
年
に
会
長
御
就
任
以
来
、

御
神
徳
の
宣
揚
、
神
社
活
動
に
ご

助
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

益
々
の
御
長
寿
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

綿
貫　

武 

崇
敬
奉
賛
会
長

白
寿
を
祝
う
会

開
催
さ
れ
る

夏
の
祓
え



神
前
結
婚
式

神
前
結
婚
式

神
前
結
婚
式

神
前
結
婚
式

　

日
本
に
は
、
春
に
は
ヨ
モ
ギ
の
草
も

ち
や
牡
丹
餅
、
秋
に
は
お
萩
な
ど
、
お

節
句
な
ど
に
は
お
餅
・
菓
子
を
神
様
・

ご
先
祖
様
に
お
供
え
し
、
家
族
揃
っ
て

い
た
だ
く
良
習
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
月
の
「
朔
日
祭
」（
一
日
午
前
十
時

よ
り
）
に
、そ
の
月
や
季
節
、射
水
神
社
・

越
中
国
・
万
葉
集
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
月

替
わ
り
の
『
つ
き
た
て
菓
子
』
と
し
て
、

当
社
御
用
達
の
老
舗
菓
子
舗
が
心
を
込

め
て
奉
製
し
た
も
の
が
神
様
に
お
供
え

さ
れ
ま
す
。

　

お
一
日
に
は
、
越
中
総
鎮
守
一
宮
と

崇
敬
さ
れ
る
射
水
神
社
を
心
静
か

崇
敬
さ
れ
る
射
水
神
社
を
心
静
か

に
お
参
り
く
だ
さ
い
。

　

お
供
え
し
た
『
つ
き
た
て
菓
子
』

は
、
い
み
づ
茶
寮
で
一
箱
五
百
円

（
税
込
）
に
て
お
求
め
い
た
だ
け

ま
す
。

　

ご
家
庭
で
は
神
棚
に
お
供
え
さ

れ
た
後
、
ご
家
族
皆
様
で
『
つ
き

た
て
菓
子
』
を
囲
み
、
一
家
団
欒

の
場
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

日
本
に
は
、
春
に
は
ヨ
モ
ギ
の
草
も

崇
敬
さ
れ
る
射
水
神
社
を
心
静
か

に
お
参
り
く
だ
さ
い
。

　

お
供
え
し
た
『
つ
き
た
て
菓
子
』

は
、
い
み
づ
茶
寮
で
一
箱
五
百
円

（
税
込
）
に
て
お
求
め
い
た
だ
け

ま
す
。

　

ご
家
庭
で
は
神
棚
に
お
供
え
さ

れ
た
後
、
ご
家
族
皆
様
で
『
つ
き

た
て
菓
子
』
を
囲
み
、
一
家
団
欒

の
場
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

の
場
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

お
つ
い
た
ち
参
り
に

お
つ
い
た
ち
参
り
に
『
つ
き
た
て
菓
子
』

『
つ
き
た
て
菓
子
』

『
つ
き
た
て
菓
子
』

『
つ
き
た
て
菓
子
』

お
つ
い
た
ち
参
り
に

お
つ
い
た
ち
参
り
に

お
つ
い
た
ち
参
り
に
『
つ
き
た
て
菓
子
』

『
つ
き
た
て
菓
子
』

『
つ
き
た
て
菓
子
』

『
つ
き
た
て
菓
子
』

『
つ
き
た
て
菓
子
』



　

農
林
水
産
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
富
山

県
の
平
成
二
十
二
年
度
の
野
菜
産
出
額
は

前
年
よ
り
九
億
円
多
い
四
十
九
億
円
で
、
前

年
に
比
較
す
る
と
二
十
三
％
増
の
伸
び
率

で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
全
国
一
位
は
北
海
道
の

二
千
三
十
二
億
円
で
四
十
六
位
は
福
井
県

の
六
十
七
億
円
で
す
。

　

富
山
県
は
残
念
な
こ
と
に
昭
和
五
十
九

年
か
ら
全
国
最
下
位
が
定
位
置
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
社
に
お
い
て
も
年
間
の
県
内
産

の
野
菜
の
シ
ェ
ア
は
十
三
％
程
度
に
な
っ

て
い
ま
す
。
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
水
田

化
率
が
九
十
六
％
で
兼
業
率
が
高
く
、
野

菜
生
産
に
取
り
組
む
農
家
が
少
な
い
こ
と

が
事
由
で
す
。

　

そ
こ
で
当
社
に
お
い
て
も
地
場
野
菜
の

消
費
拡
大
を
は
か
る
た
め
、「
富
山
て
ん
こ

盛
り
事
業
」
を
平
成
二
十
年
に
立
ち
上
げ
、

今
迄
市
場
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
県
内
野

菜
の
掘
り
起
こ
し
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
売
上
高
一
億
円
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

呉
西
の
中
心
、
高
岡
市
に
お
い
て
の
目

玉
商
品
は
何
と
言
っ
て
も
「
法
蓮
草
」
が

注
目
さ
れ
ま
す
。
市
場
周
辺
の
上
関
地
区

の
生
産
量
が
一
番
多
く
、
年
間
約
一
億
円

の
産
出
額
が
あ
り
ま
す
。
付
加
価
値
を
高

め
る
た
め
、
全
国
的
に
生
産
量
が
減
少
す

る
冬
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
特
に
甘
み
の

強
い
「
寒
締
め
法
蓮
草
」
の
生
産
拡
大
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
場
の
ハ
ン
デ
を
逆
手
に
取
り
、
雪
を
利

用
し
た
「
カ
ン(

寒)

カ
ン(

甘)

」
と
い
う

野
菜
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
ス
ー
パ
ー
の
店
頭

を
飾
っ
て
い
ま
す
。
人
参
・
白
菜
・
大
根
等

雪
の
下
で
管
理
す
る
こ
と
で
野
菜
本
来
の

甘
味
が
増
し
、
美
味
し
さ
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

越
中
の
食
彩

田
井　

佳
夫

丸
果
株
式
会
社　

高
岡
青
果
市
場

法　蓮　草

代
表
取
締
役
社
長

昇　

進

　

権
禰
宜　
　

田
中　

天
美

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

　

新　

任

　

巫　

女　
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初
詣
や
年
間
恒
例
の
祭
典
に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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あ
け
ぼ
の
敬
神
講　
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第
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会
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引
き
続
き
、
会
社
・
個
人
・
団
体
の
み
な
さ
ま
よ
り
ご
献
納

を
賜
り
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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キ
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株
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会
社

⑰
高
岡
築
城
（
そ
の
二
）

　

高
岡
城
の
建
設
工
事
は
利
長
の
激

し
い
督
促
に
よ
り
、
本
丸
工
事
を
最

優
先
に
驚
異
的
な
早
さ
で
進
め
ら
れ

た
。
八
月
二
十
五
日
頃
に
は
本
丸
の

石
垣
が
崩
れ
、
た
ま
た
ま
、
普
請
人

夫
の
帰
休
直
後
で
あ
っ
た
た
め
、
再

築
を
来
春
ま
で
延
期
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
よ
う
な
不
測
の
事
故
も
発
生

し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
九
月
初
旬
に

は
、本
丸
の
大
広
間
・
次
の
間
・
台
所
・

物
置
な
ど
、
居
城
と
し
て
の
必
要
最

小
限
の
建
物
や
、
本
丸
の
塀
と
土
橋

が
竣
工
し
た
。
九
月
十
三
日
早
朝
、

利
長
は
主
立
つ
家
臣
四
百
三
十
四
名

を
従
え
魚
津
城
を
出
て
、
同
日
の
午

後
に
は
、
無
事
入
城
を
果
た
し
た
。

築
城
開
始
か
ら
わ
ず
か
半
年
足
ら
ず

で
あ
っ
た
。
な
お
、
入
城
三
年
後
に

城
内
の
畳
関
係
の
割
付
状
が
あ
り
、

城
は
し
ば
ら
く
未
完
成
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　
「
関
野
」
の
地
も
『
詩
経
』
の
「
鳳

凰
鳴
け
り
彼
の
高
き
岡
に
」
か
ら

「
高
岡
」
と
改
め
ら
れ
、
慶
長
十
四

年
（
一
六
〇
九
）
五
月
の
日
付
を
も

つ
史
料
に
初
め
て
「
高
お
か
」
と
し

て
現
れ
る
。

　

利
長
は
入
城
翌
年
三
月
に
、

腫
物
を
患
い
、
以
後
闘
病
生

活
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
徳
川
・
豊
臣

の
関
係
は
年
々
悪
化
し
、
益
々

両
者
の
間
で
板
ば
さ
み
の
苦
し

い
状
況
に
あ
っ
た
。
慶
長
十
六

年
（
一
六
一
一
）
八
月
、
家

臣
の
一
部
を
金
沢
へ
還
し
、
同

十
七
年
に
は
新
川
郡
亀
谷
産
出

の
銀
子
を
家
康
・
秀
忠
に
贈
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
も
徳
川

に
対
す
る
腐
心
の
一
端
で
あ
っ

た
。
死
期
の
迫
っ
た
利
長
は
、

人
質
と
し
て
江
戸
に
住
む
母
、
芳

春
院
と
の
再
会
を
望
ん
だ
が
、
そ
れ

を
果
た
す
こ
と
な
く
、
慶
長
十
九
年

（
一
六
一
四
）
五
月
二
十
日
、
五
十
三

歳
で
高
岡
城
内
に
て
逝
去
し
た
。

　

翌
年
の
大
阪
夏
の
陣
で
徳
川
は
豊

臣
を
滅
ぼ
し
天
下
統
一
な
し
と
げ
る

と
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）、「
一

国
一
城
令
」
を
布
告
し
、
高
岡
城
は

廃
城
と
な
る
に
至
っ
た
。

本丸と二の丸を結ぶ土橋の石垣
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　平成24年５月挙式　田中家　米田家
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の愛をお誓いします。

うつくしの杜　結婚式場
U R L http://www.imizujinjya.or.jp

射水神社 検 索

お問合せ （０７６６）２２-０８０８
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平成23年12月挙式　山本家　馬場家

2012 サマーフェスタ
7月15日（日） 10：00～17：00
■ 模擬挙式並びに披露宴
■ パティシエおすすめスイーツ試食
■ フルコース試食会
■ ブライダル相談会
■ 引出物・婚礼衣装・ブライダル用品展示
■ エステ体験

お盆ウェディング相談会
8月13日（月）～15日（水） 9：00～17：00
■ 和装試着体験〈13日（月）のみ〉
■ 婚礼衣装展示
■ 花嫁かつら展示
■ 会場コーディネート

jinjya-k@mbs.sphere.ne.jpEメール
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ブライダル情報


